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ミニ コンピュータ アプリケーションの動向
Application-trends of Minicomputer

ミニ コンピュータが初めて商業市場に姿を現わしたのは,/卜を去る10年前の昭和

40年,アメリカ,DEC社のPDP-8であることは既に周知のとおりである｡

一方,我が国におけるミニ コンピュータの本格的普及は,アメリカよリ4年遅れ

た昭和44年で,HITAClOによって始まった｡

当初は科学技術計算への適用から始められたが,低価格であること,物理的に小

形でありながら,汎用コンピュータに比べて,さして劣っていない能力を備えてい

ることなどに着目され,適用範囲も年々複雑多1岐にわたり,社会のすみずみまで広

がってきている｡

本稿では,3,000台に近いHITAClO,HITAClOII及びHITAC 20の納人実績を

基に,そのアプリケーションの現状と,過去1年以内に相次いでミニ コンピュータの

メーカー各社から発衷きれた,高性能ミニ コンビュ耶タの出現により,新たな展開

が予想されるアプリケーショ ンについて述べる｡

l】 緒 言

汎絹コンピュータに,第3世代の幕明けが訪れたころの昭

和40年(1965一軒=二,コンビ【ユタ巾場に発揚Lたミニ コンピ

ュータと同様に当初は科学技術計算に利用された亡つ

以後,10年の目覚ましい半導体技術の進歩と相まって,その

適用分町も計測･分析データ収集,周辺憐器制御,就業て別御,

通信回線制御,教子柑l【練,技術･事務一汁算などノ去範岡に及び,

｢1日に一つのミニ コンピュータ アプリケーションが生まれ

る+と言われるほどの普及を遂げるに言至った｡

わずか10年で､ミニ コンピュータがコンピュータ市場での地イ立

を確立するに至った主な理由は､(1)低価格であること,(2)物

理的に小形,中苓量であl)ながら,専川システム的な過用によ

れば,ほぼ汎用コンピュータにIJ仁商女する能力をもっているこ

と,(3)開放的な設計となっているため,アプリケMション固

有の装置とのインタⅥフェースがとりやすいハードウェア,ソ

フトウェアになっていること,(4)高密度貨車削=-】路の多輔と,

構成素子数の少なさが信相性を高め,f占.い湿度などの外開条

件に強いこと,などが孝一えられる｡

特にミニ コンピュータの中央処J理装置の価格は,LSI,R

OM,半導体メモリの柿]壷的な採川と道産化によって,過去10

年｢糾二わたり牛平士勺約18%の低減が行なわれてきている｡

ミニ コンビュMタの適用分野の急速な拡人には,このような

直線的な価格低減が人きく寄与していることは否定できない

事実である｡

臣l ミニ コンピュータの変遷

ミニ コンピュータの技術的な変遷については,次のような

傾向がうかがわれる｡

(1)初期のミニ コンピュータのハードウエア向での一般的な

性能は,メモリ サイクル タイム1～2メJS,12～16ビット/

語,内部2進並列,1アドレス･1語長命令,コア メモリ1

～4K語で,周辺機器としてはデⅥタ タイプライタだけが接

続されていた｡

ソフトウェア面では､アセンブラ,ローダのほか,プログ
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ラム作成用の各柿ルーチンなどが一塑主本ソフトウェアであり,

言r治プロセッサもFORTRAN,BASIC,ALGOLが

用息されてし､る程度であった｡

当時は什芋技術計算が主体であったため,固定′卜敷一〔‡演算

とか論王理演算には高速命令が用意されていたが,文ブヨ二の処1亡比

10巡演貸,人･J-11力利子卸には,プログラム ステップ致もより

多く必要とされ,また実行時間も良くなるようになっていた〔二,

(2)昭和45年から46年にかけて,HITAClOIIに州当するミ

ニ コンピュータが,ミニ コンピュータ メーカー糾tから‾山

場に持ち込まれた｡

初期のミニ コンピュータとの大きな差異は,ハードウェア

面では,メモリ サイクル タイムは0.8～1/ノS,語拉は16,又

は32ピット､コア メモリは4～32K語と変化した｡また周辺

装置としては,汎用コンピュータ並みの磁乞てテープ装置,磁

気ディスク装置,高速ラインプリンタ,ビデオ データ ディ

スプレイなどの接続を‾叶能にした｡

ソフトウェア面での大きな変化は,‾文才二処理を谷為にさせ

たうえ多重処理機能を付加し,i滋与-ミディスクをベースとした

オ〈ミレーティ ング システムを開発した【)

特に事務用データのオンライン収当主･分配システムにおけ

る前置通信制御へのミニ コンピュータの過川を滋て【こ司し,ハー

ドウエア,ソフトウェア両而にわたって墟仁御j御機能を付加

している｡

(3)昭和46年(1971年)発表のアメリカDEC杜のPDP--11/

45に端を発Lたミニ コンピュータの高性能化,高機能化の機

運は,昭和49年から50年にかけてようやく懐成されてきたか

の感がある｡

例えば日立製作所のHITAC 20,国内メⅥカーによるTO

SBAC40D,U400,また匡l外メーカーによるPDPユ1/45,

HP2108,ECLIPS,インターデータ･モデル8/32など

がそれである｡これらの高性能,高機能ミニ コンピュータの

共通の特徴は,汁L用コンピュータと鰊めてよく似たアーキテ

クチュアになっていることである｡

*日立製作所コンピュータ第二事業部 ♯*日立製作所コンピュータ事業本部
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表I HITAC10,H‖‾AC20の処理装置概略仕様

HITAC 柑,HITAC 20の仕様比較を示す｡

項目 機種 HlTAC10 】 H汀AC2｡

l号機出荷時期 昭和44年10月 一 昭和50封0月

主 記 憶 部

語 長 】6ピット十2パリティ

‾‾

｢ 16ビット＋2/(リテイ

記 憶 素 子 磁気コア 磁気コア

0,65/JS

8～64K語

32ピッ=冒S呂‡妄言芳書三芳;芸子レジスタ):…旨:;E

サ イ ク ル タ イ ム l.4/JS

4～32K語記 憶 容 量

レ ジ ス タ 構成 psw(三;三言三っ_ド)
GR (汎用レジスタ) lイ固 16イ周

lワード/2ワード

命 令 仕 様

命 令 語 長 lワード

命 令 数 68 122

lアドレスア ド レ ス 方 式 lアドレス

ア ド レ ス 単 位 ワード ワード/バイト

演 算 速 度

固定小数点

加減算 2.8/JS 0.72 ～Z.16/JS

乗 算 9,8/ノS 6.48 ～9.84/JS

除 算 ll_2ノノS ll.04～l卜76/JS

(中速) (高速)浮動小数点(倍精度)
加 減算 17.76～40.56/JS 8.16 ～13.92/JS

乗 算 6l.68～78.96/ノS 川_4
～15.84ノノS

除 算 75.84～94.8 〃S 15.84-16.32/∠S

入･出力制御部

割 込 レ ベ ル lレベノレ 10レベノレ

入 ･ 出 力 ノヾ ス プログラム パス/DMAバス プログラム パス/DMAノヾス

入･出力装置才妾橋台数 64 256

非同期デ ー タ 転 送 方 式 同期

主記憶部は,コアメモリと半導体メモリと併用のものが大

半であり,主記憶容量は64K語から1M語に及ぶものまである｡

またマイクロ プログラム詣り守卸‾方式をほとんどの機稚が採用

しており､マイクロ命令をROMに格納して高速化を図って

いる｡このほかROMにはローダ,2進10進変換,高速フー

リエ変換などを格納Lて,フ7"ムウェア化Lている｡技術

計算に対しては,ハ【ドゥェアによる浮動小数点演算機構を

備え,64ビットの演算が行なえる｡特に事務計算向けとして,

命令体系も汎用コンピュータと同様の命令体系をとり,校数

偶の汎用レジスタ,マルチ レベルの割込機構,及び高機能の

オペレーティ ング システムにより,オンライン多重処理機能,

多重通信制御機能の強化がなされている｡

表lは,HITAClOとHITAC20の処理装置の概略性能を並

テレックスによ｡倉庫へ/

データ タイプライタ

紙テープ読取機

敗テープせん孔磯

ライン プリンタ

記し,その格段の性能の差異を示したものである｡

田 ミニ コンピュータ アプリケーションの現二扶

表2は,HITAClO,HITAClOIIのアプリケーションの

事例を,アメリカ､AUERBACH社の分類法に従ってまとめ

たものである｡ここでは,これら分類のうち主要な代表的ア

ブ】リケ】ション事例をとI)上げ,そのシステムの特徴につい

て述べ･る｡

3･1計算処理(マルチ ピリンングシステム)

従来,単独に使用されてし､た会計機,伝票発行機は.それ

ぞれ単独に業務を遂行していた｡発行すべき伝票枚数,種類,

取扱商品が増大するにつれて,オペレータの負担は急速に増

大する｡本システムは,複数台のデータ タイプライタとミニ

t
l

磁気

テープ
デ

匡= マルチ ビリングシステム機器構成図

ビリング業務の集中管理を行なうとともに.日報などの資料を即座に作成することができる｡
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ミニコンピュータアプリケーションの動向1013

表2 ミニ コンピュータ アプリケーション事例

アメリ九 AUERBACH社の分類に従い,事例の一部を記載する｡

糞頁 代 表 事 例

l.計 算 処 理

測量計算･構造計算･流体力学計算･統計計算･財務計算･見積計算

為替計算･図書業務･医事業務･ホテル業務･エ程管理･在庫管理

マルチビリングシステム･数値計算･土木測量計算･歯車計算･レンズ計算･振動計算

自動拒込通知システム･不動産情報検索システム･販売データ集配信システム

2.回 線 制 御 テレックス入金連絡システム･テレックスデータ集配信システム･テレホンデータ通信システム

テレックス為替オンラインシステム･部品在庫問合せシステム･テレックスオーダエントリシステム

×一Yプロッタ･画像入力装置･音声応答装置･手書き漢字入力装置･グラフベン

3,周 辺 制 御 グラフィックディスプレイ･データエントリ システム･データ コンバージョンシステム･OCR･COM

リモートジョブエントリシステム･生産管理用ターミナルシステム･漢字ディスプレイ･ドット70リンク

凰胴実験･引張試験機･軌道試験車･ガスクロマトグラフイ･質量分析

4.計さ則データ収集処王里

5.産業制御

6.教育訓練

金属分析･阻止円測定･ラボラトリ オートメーション･脳波解析･自動車排気ガス分析

Rlデータ処理りし電心告白動分析･カラーマッチング･X練塀析･愚者モニタリング

飼料配合システム･塵芥焼却システム･タンク車出荷システム･タンク群管王里･生産管理用

データ収集システム･布線テスタ･ステレオ自動調整検査･磁気ディスクテスタ･トランステスタ

写真植字･エ作機械NC制御･自動製図･座標測定･自動倉庫･ステレオカメラ

cAいフライトシミュレータ･ドライブシミュレータ･適性検査･数学教育‾･商業教育

情報処理教育･エ学教育･成績管理･CLい入試管理･ブライト シミュレータ

注

ocR=Optica■Card Read肌COM=Comp=terOutputMicrofish-Rl=Radio■SOtOPe･CAl=ComputerA■dedl=StruCtion,CLl=ConlPute｢Lededlnst｢UCt!On

コンピュータとを接続し,あらかじめ多種多様な伝票形式,

項目,商品コード,商品名,単価などをミニ コンビュwタに

記憶させ,人力手順をプログラミングしておく｡タイプライ

タからの入力はオペレータと会話モードで行ない,伝票デm

タをチェックし編集,仕分けの後,正しい伝票データだけを

磁気テープヘ格納と同時にその伝票をデータ タイプライタに

出力する｡

各種伝票を発行することからマルチ ビリング システムと名

付けられている｡図lに,Y商事におけるこのシステムの機

器構成を示す｡本システムは10台のタイプライタを接続し,

売上･仕入伝票の人力及び発行処理を主とし,また倉庫への

出荷手配用のテレックス紙テープの出力,その他業務日報,

データ タイプライタ

紙テープ読取榛

月報の集計を行なうものである｡本システムの特長は,

(1)オペレⅥタの負担力ヾ軽減された｡

(2)データの--一一九化により集中管理ができる0

(3)その場でデータ チェックを行なうため入力ミスが解消さ

れたこと である｡

3.2 回線制御(テレックスデータ集･配信システム)

この分野のミニ コンピュータの利用形態としては,大形汎

用コンピュータ システムグ)前置通信制御,メッセージ交枚シ

ステム網での交点における情報の流れの制御,通イ‾こ享【白1線を減

らすための集線装置などがある｡

前置過信制御にミニ コンビューータを用いた場合は,大形コ

ンピュータと過信回線との間のインタフェ【スとして動作す

墓二萱†テレ.甘換局
--___惑

＼ J

磁気

ディスク

図2 テレックス データ集･配信システム機器構成図

センタ側テレックスをH什AC10ⅠⅠに置き換え,全国に散在するテレックスとデータの集･配信を行なうものである0

′一｢乙一一′

テレックス宅内装置

ムロ
77

テレックス宅内装置
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絶テープ読取機

カード読取機

テ¶タ タイプライタ

i l

○リンタライン

注:M=変復調装置

図3 リモート ジョブエントリ システム機器構成図

センタ側コンピュータの提供する機能を利用して,バッチ(一括)処理を行なわせるものである｡

る｡すなわち,オンライン モニタリング､バッファリング,

データ編集,フォーマッティング,送･受信コード変換,送･

受信制御などの機能を果たし,大形コンピュータの負荷を軽

減する｡

また大形コンピュータとは才滋気テープなどの喋体で連絡す

る場合も,前置通信制御の一変型と考えられる｡この場合の

アプリケーション事例として,図2にS社のテレックス デ

ータ集配信システムの機器構成を示す｡このシステムは,全

回営業所,工場,研究所に設置されたテレックス宅内装置と

電信型公衆回線を通じて,経理,商品,売上の各データの集

配信を行なうものである｡なお汎用コンピュータとのデータ

授受は,磁気テープを介して行なわれる｡

本システムの特長は,

(1)センター側での紙テープの処理が不要で,自動ダイヤリ

ングなどにより,センタのオペレータが省力化される｡

(2)端末側は不在時でも受信可能なので,端末オペレータの

効率が向上する｡

(3)回線監視,エラー対策が容易である｡

(4)センタ側にテレックス宅内装置不要のため,センタ側の

設置面積の減少とともに騒音から開放される｡

3･3 周辺制御(リモート ジョブエントリ システム)

コンビュ‾タ システムの周辺機器は,端末機器とは異なり,

比較的メーカー側で設置した標準機器で済むことが多かった

が,最近の経済情勢を反映してユーザー側で新たな周辺機器,

例えばグラフィック ディスプレイとか特殊なタイプライタを

選定し,接続を要求してくることが多くなった｡このような

場合,ホスト コンピュータと周辺機器の中間にミニ コンピ

ュータを介し,周辺機器側はミニ コンピュータの標準インタ

フェースで接続するようにすれば,各機器別に専用制御回路

とかバソファをホスト コンピュータ側で準備する必要がなく

なる｡

ミニ コンピュータはこれらの役割を果たすばかりでなく,

クリーン データの作成やフォーマット コントロールなどの機

能をもつので,システム全体の効率向上を期待することもで

きる｡

ミニ コンピュータによる周辺制御は,周辺機器の制御を対

象とするばかりでなく,大規模システムのサブシステムやデ

28

通
信
制
御
横
構

+タ エントリ システムが含まれる場合もある｡

応用事例として,N杜のリモート ジョブエントリ シス

テムの機器構成を図3に示す｡本システムは,遠隔地にある

周辺機器をミニ コンピュータ及び通信回線を介して,センタに

設置されたHITAC8000シリーズと接続したものである｡

端末側で発生した各椎データ,又は端末側で作成したプログ

ラムをHITAClOIIを経由して随時センタ側に送信する｡セ

ンタ側は,これらのデータやプログラムをいったん入力待行

列バッファへ優先順位を付けてストアする｡

センタ側は通常の一括処理中に,これら端末側からの処理

要求を組み入れ,処理完了時に出力待行列バソファヘストア

しておき,要求端末側が受信準備完了になるのを待って､セ

ンタ側から自動的にHITAClOIIへ送信Lてやる｡

このシステムの特長は,

(1)データなどは最もむだのない形に加工するので,回線障

害に対する復旧が迅速にでき回線使用効率が高い｡

(2)オフライン使用時にはHITAClOIIとして単独処理がで

きる｡

(3)センタ側コンピュータの機能アップ,システム バージョ

ン アップに迅速に対処できる｡

3･4 産業制御(生産管理用データ収集システム)

‾一般産業におけるプラント制御とか各椎生産設備の制御は,

HIDICシリーズのような制御用コンピュータで行なっている｡

ここでのアプリケーション事例は,各椎生産設備を自動又

は,手動で制御することに関連するデータの収集･分配にHI

TAClOIIを使用した例である｡

生産ラインを最適に稼動させるための所要データの収集と

適時生産指示を現場にフィードバックするために,ミニ コン

ピュータが絹いられているのであって,アプリケーション分類

上からは,むLろ構内データ集配信システムとも考えられる｡

応用事例とLてT生産工場の生産管理用データ収集システ

ムの機器構成を図4に示す｡

本システムは,資材･倉庫･生産ラインの各現場に設置さ

れたキャラクタ ディスプレイ,又は標準端末を活用し,人･

出庫管理,生産ラインの進捗管理,在庫問合せなどを行なう

ものである｡HITAClOIIは,データ変換制御装置でHITAC

8500と接続されている｡

本システムの特長としては,
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図4 生産管理用データ収集システムヰ幾器構成図

構内各部署で発生するデータを,現場に設置された端末からオンライン収集することにより,適切な管理が行なえるD

1

2

3

迅速,j_[確に現場への情報伝達が行なえる｡

日程フ7イルを甚に生産工柁の動態把捉が即時にできる｡

毎日の処理データより御重管理資料が適時人手できる｡

8 ミニ コンピュータ アプリケーションの将来展望

去る昭和46年(1971年)に,AUERBACH社が調香したミニ

コンピュータ報告によると,当時アメリカ国内で既に納入済

み,又は納入が予想されるミニ コンピュータのアプリケーシ

ョン パターンは約140種であった｡また昭和50年6月､我が

国のシステム工学会で和英された｢ミニコン･ハンドブック+

に記i践されているミニ コンピュータのアプリケーション
パ

タ【ンは約160種である｡わずかこれだけの資料から,あえて

頬推してみるならば,現在少なくとも顕在化しているミニ
コ

ンピュータのアプリケーション パタ叩ンは,約200種程度と

考えられないだろうか｡

一方HITAClO,HITAClOIIの過去の納入実黄白から,台

数ベースのアプリケ”ション別百分率を昭和46年度と昭和49

年度について調奄し比較してみると,次のような変化がみら

れる｡

産業制御は約30%で変わらず,回線制御は10%が20%に,

周辺制御では5%から20%に,計測データ収集では20%から

10%,計算処理では35%から20%へそれぞれ変化している｡

ここで,計算処理の急減が目立つが,これは当初単品ベー

スで納入されていたミニ コンピュータが,システム製品へと

切り替わったのがその悦因と考えられる｡また,産業制御の

比率がほぼ一定なのは,マイクロ コンピュータのJ･1現によっ

て,低価桁テスタ【,単純な工業用コントローラなどが置き

換えられたことも多少影響しているようである｡

前述したような高性能ミニ コンピュータの出現によって,

今後特に新しいアプリケーション パターンが次々と誕生する

とは考えられないが,少なく とも次に述べるようなパターン

の変化は生ずるのではないだろうか｡

(1)過去のアプリケーション パターンの2ないし3椎のもの

分岐盤

標準端末

｢

カード読取機

(部品倉庫)

が校合したシステムとなり,ミニ コンピュータ自体が単独で

中央処理機能を負担する｡

(2)大規模階層システムにおけるミニ コンピュータの位置付

けが,こ最下位層から中位の屑へ拡大される｡

(3)より多数,多種類の端末群を制御し,また集線機能もでナ

わせもつインテリジュント ターミナルのコントローラ｡

(4)専用的なシステムの中火処理装置としてのミニ コンピュ

ータ システム相互間を結合し,全体システムの信相性向上のため

の,ミニ コンピュータ コンプレックス システムへの応用,

などが考えられる｡

日 結 言

ニ

コンピュータは,既に社会において有用な道具として

不可欠なものであるとの認識を得ている｡この傾向は,利用

システムが多様化,

ものと考えられる｡

に引き続きマイクロ

ンピュータは大規模,

複合化するに従ってますます助長される

半導体技術の進歩は,ミニ コンピュータ

コンピュータを喜延生させた｡今後ミニ
コ

且つ高度なシステムのコンポーネントと

して展開し,より高いコスト パフォーマ1スを求められるで

あろう｡ミニ コンピュータ メーカーの立場からは,ミニ コン

ピュータ自身の性能,機能を十分に生かして,より広く,そ

してより多く利用してもらうために,より使いやすく,より

経済的なミニ コンピュータを開発していくことが必要である｡

特にユーザー業務にマッチした新規アプリケーションの開発

は,緊急且つ不可欠のものである｡
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